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１．概要（Summary） 

ヘキサデシルピリジニウム(HDPy)存在下でMn2+ をア

ノード電解することにより，HDPy の疎水部からなる有機

相を MnO2でサンドイッチした“オルガノマンガン酸化物”

を電極基板上に薄膜として作製した。この薄膜被覆電極

の分析化学的応用を試みた。 

２．実験（Experimental） 

・利用した共用装置：走査型電子顕微鏡（SEM） 

電極として導電性ガラス電極と炭素繊維を使用した。薄

膜は硫酸マンガンと HDPy を含む水溶液中，+1.0 V(対

銀/塩化銀電極)を印加することで電析させた。薄膜を

FE-SEMにより観察した。 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

Fig. 1はマンガン酸化物薄膜を電析させた炭素繊維の

FE-SEM像である。炭素繊維の 1本 1本にシート状のマ

ンガン酸化物が析出しており，大表面積を有していること

が推察される。実際に炭素繊維上に析出した MnO2は同

じ幾何面積の平滑電極を用いた場合よりはるかに大きな

擬似キャパシタンスを示した。 

 

 

 

 

 

Fig. 1 SEM images of MnO2 film deposited on a 
carbon cloth electrode. 

 

Fig. 2はガラス電極上に作製したHDPy/MnO2薄膜を

支持電解質(Na2SO4)を含む水溶液に浸漬し，+1.0 V を

印加しながら，種々のアニオンを添加したときの電流応答

である。図から明らかなように，ヨウ化物(I–)およびチオシ

アン酸イオン(SCN–)を添加した際，酸化電流が検出され

た。一方，100 倍濃度の他のイオンを加えても応答しなか

った。これは疎水性である両イオンが層間有機相に抽出

され，さらに電気化学酸化されたことを示している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Fig. 2 Responses for a HDPy/MnO2 electrode 
observed upon addition of Na salts with various 
anions at the indicated concentrations at an applied 
potential of +1.0 V in 0.1 M Na2SO4. 
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